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令和 4年度 見学研修会報告

今年度の見学研修会は，8月 23日 (火)に国際医療福祉大学・成田キャンパスにて実施されました。大学
の皆様には，一昨年度，昨年度とも実施直前まで準備をしていただいておりましたが，新型コロナウイルス
の感染拡大のため，私たちは中止を余儀なくされました。今回 3 年ぶりに見学研修会を実施することがで
きました。その内容の概略を報告します。

1 開会行事
・部会長挨拶

千城台高等学校校長
久保木 孝雄 先生

・会場大学より

成田キャンパス 事務局長
榎森 洋 先生

国際医療福祉大学は，「病める人も障害を
もつ人も健常な人もお互いを認め合って暮ら
せる，共に生きる社会の実現を目指す」とい
う精神のもと，医療に関する専門家を養成す
るために建学されました。そのため，「幅広
くバランスのとれた良識ある人間性を身につ
ける」，「教育研究の成果を社会に還元する」，
「グローバル化を考え，国際性を意識した教
育をしていく」，これらのことを大切にし，学
生教育を行っているとのことです。
成田キャンパスは 2016年４月に開設され
た際に，成田看護学部，成田保健医療学部が
設置されました。2017 年には医学部が開設

されて，今年度で６年目になり，第１期生が
卒業に向けて頑張っているそうです。
また，新型コロナウィルス感染拡大の中，

当初の予定を前倒しして，2020 年３月に附
属病院を開業しました。
さらに，来年度からは介護福祉学部とその

介護施設の開設も予定しています。

2 講義 1⃝

「診療放射線技師養成課程における数学教育」
成田保健医療学部

　　放射線・情報科学科
准教授　岡村 直利 先生

岡村先生は，素粒子論がご専門で，この講
義では，大学・学部・学科の紹介，医療技術
者養成教育における数学科目の内容・位置付
けと履修の状況，医療と数学・物理学との関
わり，入学生の読解力が低下している様子な
ど，多岐に渡りお話をしてくださいました。

診療放射線技師（Radiological Technolo-

gist）に関するお話では，フーリエ変換の要
点，フーリエ変換と逆フーリエ変換を多用す
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ることで処理した画像を診断に役立てるため
の技術，学生さんへの指導の様子などについ
て教えてくださいました。
また，Ｘ線を用いるＣＴと，ラジオ波を用
いるＭＲＩとの違い，特にＭＲＩの核磁気
共鳴のしくみを，詳しく説明してくださいま
した。

3 講義 2⃝ 第 1部
「ＲＳＡ暗号と整数論」

成田保健医療学部 医学検査学科
教授　稲垣 誠一 先生

稲垣先生は，計量経済学がご専門です。
この講義では，暗号の技術についてのお話
をしてくださいました。
暗号の歴史や種類，ＲＳＡ暗号の発明によ
り，共通鍵暗号方式から公開鍵暗号方式へ
と変わったことで，情報通信の安全性が保た
れていることを，鍵の移送問題，ＲＳＡ暗号
での鍵の作成手順，暗号化と復号の計算など
のお話を通して，教えてくださいました。ま
た，復号鍵を求めるための計算は，現代の高
速なコンピュータを駆使しても事実上不可能
であり，鍵は安全であること，さらにＲＳＡ
暗号の原理が，電子署名にも利用されている
ことを説明してくださいました。

4 講義 2⃝ 第 2部
「ひとりひとりのゲノム医療」

成田保健医療学部 医学検査学科
准教授　山口 良考 先生

山口先生は，臨床検査技師を養成するため
の指導をされています。先生は「病院では，
ドクターを中心として，たくさんの専門的な
スタッフが携わり，患者さんの健康を維持す
る，もしくは命を助けるということを，みん
なで総力を挙げて行っている」，「臨床検査
技師はドクターから注文を受けた検査項目
を片っ端からすべて調べる」とおっしゃって
いました。そして，いま二人に一人が癌にか
かり，三人に一人が癌で死ぬという時代の中
で，臨床検査において 2018年から始めたが
んゲノム医療のお話をしてくださいました。
がんができるしくみ，がん発症時の細胞の

状態，治療データの蓄積により患者さんのＤ
ＮＡを調べることで高い確率でその人に効く
抗がん剤が得られる時代になっていることを
教えてくださいました。

5 閉会行事
・副部会長挨拶

船橋法典高等学校校長
田口 英彦 先生


